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（1）調査協力者：短期大学部２年生で「保育実習Ⅱ（保育所）」を終えた 60 名（男子 11
名、女子 49 名）。調査協力者は、「保育実習Ⅰ（保育所・施設）」と「教育実習Ⅰ（幼稚園）」
の３回の実習を経験している。  
（2）調査時期：2017 年 6 月。 
（3）質問項目：「保護者との対応で、困ったと感じたことは、どんなことですか。」「実習
中に経験した園児の怪我や事故、ヒヤリハットについて、場面別に具体的に書いてくださ
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 「特になし」「保護者と関わってない」と回答した学生が 42 人ともっとも多く、保護者









場所については、①保育室で ②廊下、テラスで ③園庭で ④その他の場所で（場所・
内容）の 4 つに分け、更に詳しく発生場所を特定させた。  
1）保育室でヒヤリハットした出来事 
保育室でヒヤリハットした出来事の結果は表 2－1 のとおりである。「転倒（5 人）」や
「衝突（3 人）」と回答した学生が最も多く、次に「誤飲（4 人）」や「喧嘩（4 人）」であ
った。回答の中には、「転落（3 人）」したと回答した学生がおり、保育室という一見高い
表１．保護者との対応で、困ったと感じたことは、どんなことですか。  
・特になし（32 人）              
・保護者と関わってない（10 人）        
・保護者との対応は挨拶などをかわしただけで、あまり困ったことはなかったです（2 人）  




・子どもの様子がどうだったか伝える難しさ       
・祖母が預けに来たのだが、保育所に行きたがらない子がおり、保護者も困っており、  
「どうしよう」と言ってきたが、私もわからず、どうしていいかわからなくなっていた    
・保護者に昨日保育園で預かった帽子がなくなったと言われた時。保育者もいなく実習生だけだっ
たので、困った  
・保護者の方が子どもの食具をしまう場所を尋ねられて困った     
・迎えに来ても子どもがなかなか帰ろうとしない時      
・持ち物の忘れや迎え時間の把握        
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場所が無いような場所であっても普段使っている椅子や積み木が危険物になるということ




表２－１  ヒヤリハット保育室 
・転倒（5 人）            
  1 歳児の子が顔からこけた       
  階段から転倒しそうになった       
  自由時間の 1 歳児の子が後ろに倒れたこと     
  積み木を持ちながらこけた時       
  すべって転んだ時       
         
・転落（3 人）        
  こどもが食事中、イスから落ちてびっくりした     
  自由あそびの時に、棚によじ登って落ちそうになっていた    
  ソフト積み木の所をのぼっていて落ちてしまい、泣いていた    
         
・衝突（5 人）        
  頭をごっつんこ        
  とびわまわって遊んでいる子ども（5 歳児）が 4 歳児にぶつかった  
  友達と走っていて顔と顔をぶつけたとき      
  走っていてぶつかった       
  走り回っており、遊んでいる子とぶつかっていた     
         
・打撲（2 人）        
  泣きじゃくって起こった勢いでうしろに倒れていき、タオルかけで頭を打った  
  床に頭を打ちつける       
         
・指つめ、出血（3 人）       
  ドアで子どもが遊んでいて 2 人指をはさんだ     
  突然鼻血が出た        
  虫刺されをかいて出血していた      
         
・誤飲（4 人）        
  給食の時、フォークを口に入れて遊んでいた     
  口に入るサイズのおすしのおもちゃで遊んでいた時に、口に入れそうになった  
  小さな玩具を食べていて、誤飲が起こりそうだった     
  ブロックにつまずいてこけた子がいた      
         
・喧嘩（4 人）        
  おもちゃのとりあいになって友達の顔をひっかく     
  子ども同士で叩きあい、棚が倒れた      
  こども同士のトラブルがあり、一人が叩かれて顔にけがをしてしまった  
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廊下、テラスでヒヤリハットした出来事の結果は表 3 のとおりである。  
「なし（35 人）」と回答した学生が最も多かったが、保育室での転倒や衝突と比較する
と、曲がり角や滑りやすい廊下やテラスでのヒヤリハットを経験した学生の回答を見ると






表２－２  ヒヤリハット保育室 
・その他（18 人）            
  ブロックが倒れてきた（2 人）      
  イスを２つ重ねた所に立ち上がっていたとき     
  園児が園児の上にまたがったりしていた      
  おもちゃを振り回し、他の子にあたりそうだった     
  木の柱に自分で登って降りられなくなって助けを求めるのに、身を乗り出していた  
  給食の皿を落としそうになった      
  子どもが友達の服を引っ張って、机にあたりそうになった    
  子ども同士で走り回って積み木につまずいて転ける     
  室内遊び中に走り回ること       
  自分の思い通りにいかなくて上靴を飛ばしていた    
  滑り台で乳児が座っていた時       
  友達の顔に割り箸を刺しそうになった時      
  はさみを使った作業中によそをむいてしていた時     
  ブロックで遊んでいたときに、ブロックを友達になげた    
  ブロックで友達をたたいていた      
  ブロックなど玩具が入っている物を取りたくて取ろうとした時に、周りの玩具も全部  
 落ちてきたとき       
  保育室で走り回る       
  ロッカーの中に潜っていた       
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3）園庭でヒヤリハットした出来事 











・転倒  （9 人）              
  雨の降った廊下ですべって顔がはれた       
  階段から降りる際、後ろの子が誤って靴を踏んでしまい、転んでたんこぶができた  
  靴がまだちゃんとはけてないのにこけた時      
  こけて驚いた         
  こどもが走り回っていて、廊下で転んでしまった      
  転んで擦り傷ができた        
  すべってこける         
  走ってたら転んでしまった        
  水たまりですべってこけそうになった時       
  
      
  
・衝突  （10 人）         
  走っていて、ぶつかった。ぶつかりそうになった（5 人）    
  鬼ごっこをしていて他児とぶつかり合っていた時      
  こどもが前をみずに走って、カバンかけにぶつかった      
  排泄に行こうとした子がぶつかって、おでこにこぶができた     
  廊下で走り回っていて友達とぶつかりそうだった時      
  廊下を子どもが走っていて、曲がり角でぶつかりそうになった     
  
      
  
・その他  （8 人）         
  雨の日のテラス         
  階段移動のとき         
  こどもが一人で廊下に出ていった       
  ドアをあけて外へ出て行こうとした       
  ハミガキをしていて、歯ブラシを口にくわえたまま歩いていた     
  部屋に行くときに走って戻る     
  幼児が階段から降りるときに、手すりにつかまって降りる時に落ちそうになった     
  落ちそうになった時、私はとっさに子どもの手を握っていました     
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・転倒（10 人）              
  3 歳の子どもは鬼ごっこをしていたときこけた      
  遊ぶときに友達同士で走っていて、一人がこけてそれにつられて友達も転けた  
  いろんな遊びをしていて走って鬼ごっこしている子がぶつかって転ぶ    
  追いかけっこをして転んでしまった       
  子どもたち同士で衝突してこけた       
  鬼ごっこをしていた時、女の子がこけてしまったこと     
  つまづいて転んだ時        
  走っていてこけて怪我をした        
  平均台でバランスをくずし、こけていた       
  前に倒れてこける。嫌になって押す       
          
・転落、飛び降り（6 人）        
  うんていで手が滑って落ちた        
  高校生の子と遊んでいた子がジャングルジムから落ちた     
  ジャングルジムに登っていた子が落ちた       
  高い所から子どもが子どもを押して落ちた時      
  高いところから飛び降りる        
  鉄棒をしていて手が離れてしまい下に落ちた時      
          
・衝突（4 人）         
  園児同士が走っていてぶつかり怪我をした      
  うんていで子ども同士でぶつかってヒヤッとした      
  三輪車に乗っている子と別で遊んでいる子とぶつかった時     
  前を見ていなくて固定遊具に頭をぶつけた      
          
・擦り傷、切り傷、出血（8 人）        
  鬼ごっこをしていたら、園児がぶつかって 2 人とも擦り傷ができた    
  鬼ごっこをしていてこけてひざを擦りむいた      
  かけっこをして怪我        
  こけて擦り傷         
  転んで出血・擦り傷等        
  走っていて足をすりむく        
  走っている際、転んでしまい、膝を擦りむいていた。怪我自体は軽い    
  走ってこけて足をすりむいたり、目に砂が入ったりした     
          
・誤飲（4 人）         
  砂遊びをして、食べ物のままごとをしている時に、子どもがスプーンを使って口にまで運んだ  
砂を食べそう、食べていた      
  砂遊びをしている時、砂を食べそうになってひやりとした     
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・その他（14 人）              
  アンパンマンの滑り台で１歳児が立ちながら滑り台を降りていた    
  生きているハチを手で持って、びっくりした      
  工事現場の方へ走っていった        
  小高い所から飛び降りようとしていた       
  固定遊具から身を乗り出していた       
  様々なものに興味が出てくる年齢のため、行ってはいけない場所    
  スコップなど周りの友達にあたりそうだった      
  友達と遊んでいて、気に入らないことがあった時に、ままごと用の鍋で頭をたたいた  
  ブランコから落ちそうなとき        
  ブランコで遊んでいる子どもの前に別の子どもがきて危なかった    
  ブランコに気付かず走っていったとき       
  前を向いて走っていない子とぶつかりそうになった時     
  遊具から一瞬手を放しそうになった時       
  遊具から落ちそうになった        
          





・散歩中（3）    
・滑り台（1）     
・階段（1）     
・保育室（1）     
・保育園外の近くの広場（1）  
・公園（1）     
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－Ａ評価のみ記載－           （人） 
実習参加者数（60 人）  園側の評価  学生の自己評価  
健康・安全への配慮  0 29 
地域社会との連携の理解  1 14 
家庭との連携の理解  0 14 
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図２ 園からの情報の参考度  
図３ 園と関わる機会  
 
図 2・3 出所：(株)ベネッセホールディングス ベネッセ教育総合研究所 
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（1）一般社団法人 保育教諭養成課程研究会（2016）：平成 28 年度幼稚園教諭の養成課
程のモデルカリキュラムの開発に向けた調査研究－幼稚園教諭の資質能力の視点から
養成課程の質保証を考える－報告書,1-4. 
（2）一般社団法人 保育教諭養成課程研究会：平成 28 年度幼稚園教諭の養成課程のモデ
ルカリキュラムの開発に向けた調査研究 ,前掲,5-6. 
（3）谷山和成・小泉和義(2016)園での経験と幼児の成長に関する調査 ,(株)ベネッセホール
ディングス ベネッセ教育総合研究所 ,14. 
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Review of Childcare Training and Self-Evaluation（2） 
－Thoughts about improving teacher qualities required on site－ 
 
Itsuko SAKAKIBARA1, Mayuko OGAWA1, Kanako SUGIYAMA1 
 
Abstract 
In this research, we investigated injuries and accidents that actually occurred in the 
field through a survey of practical training conducted after childcare training 2
（nursery school）ended. The question arose, is it possible to quickly identify and deal 
with the danger as a childcare professional?  We examined whether there was any gap 
between self-evaluation and Nursery-evaluation regarding qualifications as childcare 
workers. The question arose regarding the ability of the staff to respond to parents at 
that time. As a result of the research, it was learned that students have difficulty in 
dealing with parents who practice different childcare methods and who have different 
educational policies due to lack of knowledge and childcare experience. They also have 
difficulties communicating with childcare professionals. Students also found that it is 
important to hone their personal skills. It can be said that this has become an era where 
guidance advice and careful support for each student is required.  
 
Key Words 
Nursery practice, self-evaluation, Nursery-evaluation, Improving qualities,  
Parental support 
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